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✿❀❁ クリスマス会 ✿❀❁ 

12 月 17 日、クリスマス会を開催しました。 

ご利用者様の代表から開催の言葉をいただき、

シャンメリーで乾杯！今年のお食事はバイキング

形式で、スパゲッティやチキン、スープにサラダ

等々、普段とはまた違ったお食事に「おいしいわ

ぁ」と喜んでいただけました。 

お食事の後は職員扮するサンタの登場です。プ

レゼントを受け取って頂き、ハンドベルの演奏を

行いました。そして、皆さまお待ちかねのケーキ

です。先にお食事をたくさん召し上がっておられ

ましたが、ケーキもペロリと完食され、２皿目を

召し上がられる方もおられました。最後は職員の

伴奏で、ご利用者様・職員も一緒になって「きよ

しこの夜」等５曲を歌い、クリスマスにぴったり

の楽しく、温かな時間を過ごして頂けました。 

●○● 運 動 会 ●○● 

１０月１２日、毎年恒例の、秋の特養大運動会を行いま

した。当日は運動会らしい秋晴れにも恵まれ、朝から「今

年は勝つぞ！」とやる気たっぷりのご利用者様の声も聞か

れました。 

赤組白組に分かれて行った運動会は、種目が進むごとに

赤組が追い抜き、白がまた追い抜きと、どんどんトップを

塗り替えていきましたが、最終結果はなんと！15 対 15

で引き分けでした。「楽しかったわぁ」とたくさん言って

頂けました。中には「次は絶対勝っちゃるからな！」と、

さっそく次の運動会に気合を込めておられる方も。来年も

力一杯頑張っていただきたいです。 

◆
◇
◆ 

正 

月 

◆
◇
◆ 

元
日
か
ら
三
日
に
か
け
て
、
お
正

月
お
楽
し
み
会
を
行
い
ま
し
た
。 

書
き
初
め
で
は
、「
正
月
」
や
「
富

士
山
」
、
干
支
に
ち
な
ん
で
「
羊
」

な
ど
、
お
め
で
た
い
言
葉
が
並
び
ま

し
た
。
「
筆
を
使
う
の
は
久
し
ぶ
り

や
か
ら
、
う
ま
く
書
け
ん
わ
ぁ
ー
」

と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、
力
強
く
書
か

れ
て
い
ま
し
た
。 
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●○● 劇場ボランティア ●○● 

１２月２日、『鹿背山おばはん劇場』さんが、来

てくださり落語「手水廻し(ちょうずまわし)」を

題材にした劇を披露してくださいました。 

落語が元になったお話とあって、ご利用者様も

大変喜ばれ大笑いされていました。  

次回作を今から楽しみにしています。 

 

▲
△
▲ 

ク
リ
ス
マ
ス
会 

▲
△
▲ 

12
月
15
日
、
サ
ン
タ
に
扮
す
る
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ

ー
の
濵
谷
先
生
が
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ク
リ
ス

マ
ス
の
曲
を
歌
わ
れ
た
り
、
職
員
と
デ
ュ
エ
ッ
ト
を

披
露
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
ま
る
で
ク
リ
ス
マ
ス
デ

ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
に
来
た
よ
う
で
、
ご
利
用
者
様
も
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

〇
■ 

忘
年
会 

■
〇 

12
月
22
日
、
皆
さ
ん
で
「
今
年

は
…
だ
っ
た
ね
ぇ
」
、「
楽
し
か
っ
た

ね
ぇ
」
と
話
に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら

す
き
焼
き
を
食
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

一
年
間
の
様
子
を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ

ー
に
ま
と
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
職
員
に

よ
る
「
サ
ザ
エ
さ
ん
喜
劇
」
を
見
て

頂
き
、
笑
い
納
め
が
で
き
ま
し
た
。 

◆○◆ 餅つき大会 ◆○◆ 

１２月２３日、毎年恒例の木津川市建設業

協会様による餅つき大会が開催されました。 

「ヨイショー」の掛け声で、力強くお餅をつ

いてくださいました。その後、ご利用者様全

員でつきたてお餅のぜんざいを召し上がられ

「美味しい～！」と大絶賛でした。 

●
○
● 

新
年
の
願
い
ご
と 

●
○
● 

皆
さ
ん
に
２
０
１
５
年
の
抱
負
を
絵
馬
に
書
い
て
頂
き
ま

し
た
。「
健
康
で
い
れ
ま
す
様
に
…
」「
笑
っ
て
過
ご
せ
ま
す
よ

う
に
…
」
等
々
、
思
い
思
い
に
書
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

中
に
は
「
２
０
２
５
年
ま
で
生
き
る
！
」
と
書
か
れ
た
方
も
お

ら
れ
ま
し
た
。 
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皆様からのご意見やご要望等ありましたら、電話・ファックス・E メール等でお寄せいただきますよう、

お願い申し上げます。より一層充実した施設運営に役立てさせていただきます。 

発行・編集 社会福祉法人 芳 梅 会  特別養護老人ホーム 木津芳梅園 広報委員会 

〒619-0211 京都府木津川市鹿背山東大池 4-1 

電話：0774-72-８246 FAX：0774-72-0153  E-mail：houbai＠poem.ocn.ne.jp 

ホームページ URL: http://www.e-caretown.com/26/houbaikai/index.html 

本紙「木津芳梅園だより」をはじめ、ホームページで当施設の 

様子などを伝えておりますが、フェイスブックでもご覧頂けます。 

登録されていない方でもご利用いただけますので、是非ご覧ください。 

https://www.facebook.com/kiduhoubaien     QR コードはこちら ☛ 

中中  学学  生生  職職  場場  体体  験験 

おお  詫詫  びび  とと  訂訂  正正 

10 月 3１日、木津川市地域ケア推進会議が鹿背山会館で行われま

した。その中で、「徘徊模擬訓練～認知症の人と家族を地域で支える

ために～」が行われ、当施設からも在宅介護支援センター職員が参

加しました。写真は認知症の方に遭遇した場合の対応方法を寸劇に

して演じている様子です。地域の支え合いについてお互いに学びを

深める機会となりました。 

理
事
会
・
評
議
員
会
で

役
員
改
選
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
の
で
ご
報
告
致

し
ま
す
。 

【
任
期
満
了
に
よ
る
改
選
】 

（
任
期
：
平
成
ニ
十
六
年
十
二
月
～ 

平
成
二
十
八
年
十
二
月
） 
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■
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事 
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明
彦( 
〃 

) 

 

福
井 

博
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〃 
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（
敬
称
略
） 

本紙第３３号（11 月発行）の 2 ページ目「喫茶ボランティア」の記事の中で、「民生児童委

員会鹿背山支部」と記載しておりましたが、正しくは「社会福祉協議会鹿背山支部」でした。 

関係者の皆様に深くお詫び申し上げますとともに訂正いたします。 

１１月１１日～１２日、木津南中学校の生徒４名

の方が職場体験に来てくれました。 
＜生徒さんの感想(抜粋)＞「訪問する前はとてもドキド

キして高齢者の方と楽しくお話ができるかなぁと思っ

ていましたが、職場の方がこうしたお話をしたらいいよ

とアドバイスをくださったおかげでとても楽しくお話

ができました。また、車椅子の押し方や入浴の移動介助

の見学をさせてもらいました。また、高齢者の方に戦争

の話を教えてもらいました。２日間、とてもいい経験が

できました。私はあまり高齢者の方とお話したことがな

かったので不安でしたが楽しくお話ができたのでよか

ったです。２日間貴重な体験をさせていただきありがと

うございました。」 


